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第
１
回
定
例
会

平
成
25
年
第
１
回
定
例
会
を
２

月
27
日
か
ら
３
月
19
日
ま
で
の
21

日
間
の
会
期
で
行
い
ま
し
た
。

市
長
提
案
に
よ
り
、諮
問
１
件
、

同
意
２
件
、
平
成
24
年
度
補
正
予

算
案
９
件
、
平
成
25
年
度
予
算
案

11
件
、
条
例
の
制
定
及
び
一
部
改

正
案
24
件
、
ほ
か
１
件
の
計
48
件

が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
の
と

お
り
可
決
（
答
申
含
む
）
し
ま
し

た
。ま

た
、
議
員
提
案
に
よ
り
、
下

野
市
議
会
委
員
会
条
例
及
び
下
野

市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正
案

２
件
を
提
出
し
、
す
べ
て
可
決
し

ま
し
た
。

ほ
か
に
も
、
請
願
１
件
を
採
択

し
ま
し
た
。

な
お
、
一
般
質
問
で
は
６
人
の

議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
市
の
対
応
や
考

え
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算
の

歳
入
に
つ
い
て
は
、
景
気
回
復
の

兆
し
が
見
え
る
こ
と
か
ら
対
前
年

比
1.9
％
の
税
収
増
を
見
込
み
、
ま

た
歳
出
に
つ
い
て
は
２
年
目
と

な
る
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

の
「
戦
略
予
算
」
と
し
て
「
思
い

や
り
と
交
流
で
創
る
新
生
文
化
都

市
」
を
よ
り
確
実
・
効
果
的
に
実

現
す
る
た
め
、「
し
も
つ
け
重
点

戦
略
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
事
業

へ
優
先
的
・
計
画
的
に
予
算
配
分

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
当
初
予
算
規
模
は

２
０
７
億
３
０
０
０
万
円
、
対

前
年
度
比
１
億
８
０
０
０
万
円
、

0.9
％
増
と
昨
年
度
に
引
き
続
き
積

極
型
の
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
予
算

　

決
ま
り
ま
し
た

平
成
25
年
度
予
算

　

決
ま
り
ま
し
た

平
成
25
年
度
予
算

　

決
ま
り
ま
し
た

一
般
会
計
予
算
は

２
０
７
億
３
千
万
円

■
一
般
会
計
歳
入
予
算
内
訳

■
一
般
会
計
歳
出
予
算
性
質
別
内
訳

市　税
88億1049万2千円
42.5%

人件費
37億2626万円
18.0%

扶助費
円29億107万8千円

14.0%

公債費
25億1757万7千円
12.1%

義務的経費
91億4491万5千円
44.1%

投資的経費
28億7653万5千円
13.9%

普通建設事業費等
28億7653万5千円
13.9%

物件費
33億2966万2千円円
16.1%

補助費等
2323億7999万1千円
11.5%

繰出金
23億4851万4千円
11.3%

その他
6億5038万3千円
3.1%

そその他の経費
87億855万円
42.0%

自主財源
104億5805万8千円
50.4%

依存財源
1002億7194万2千円
49.6%

市　債
23億9680万円
11.6%

その他依存財源
9億6060万円
4.7%

地方交付税
33億円
15.9%

国・県支出金
36億1454万2千円
17.4%

繰入金
2839万1千円
0.1%

その他自主財源
16億1917万5千円

7.8%

平成25年 第１回平成25年 第１回

下 野 市議会定例会下野市議会定例会
２月27日～３月19日（21日間）２月27日～３月19日（21日間）
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障がい児通所支援施設整備事業
4,158 万 7 千円

　旧国分寺町保健センターを改修し、障がいの
ある児童・生徒向け放課後等デイサービスのた
めの施設として整備します。
　運営開始は平成 26 年１月を予定しています。

国分寺小学童保育室整備事業
4,183 万 4 千円

現在国分寺駅西児童館にある学童保育
室が利用増加により手狭となったため、
国分寺小学校敷地内に新たに保育室を建
築し、２か所に分割します。

国分寺小学校

石橋総合病院移転関連事業
6,116 万 2 千円

　石橋総合病院の譲渡に伴う新病院の整備が予
定されている旧石橋中学校跡地について、体育
館等の撤去及び周辺整備、あわせて適応指導教
室（スマイル）の移転先の整備、古山小学校第
２学童保育室の移転先の設計を行います。

学校教育サポート事業
1,588 万 7 千円

いじめ、不登校、虐待など学校のみで
は解決困難な事案に関し、関係諸機関が
連携して学校運営が円滑に進められるよ
う学校教育サポートセンターを運営しま
す。

石橋南部ほ場整備地区内集会施設建設事業
34 万 1千円

農畜産物の生産および加工・販売の一体化（６
次産業化といいます）や、地域資源を活用した新
たな産業の創出の促進のための施設を整備します。
本年度は基本計画の策定となります。

下野ブランド認定事業
85 万円

　地域の魅力ある商品また
は資源・取組などを下野ブ
ランドと認定、市内外に広
く発信して市のイメージ
アップに繋げます。

三王山地区公園整備事業
1,872 万 9 千円

　ふれあいプラザ構想に基づき平地林と古墳を
生かした体験型の公園を整備。本年度は実施設
計、必要に応じ埋蔵文化財の試掘調査を行いま
す。

（仮称）三王山地区公園イメージ図（ふれあい館東）

207億3000万0
55億4608万0
4億5662万5
31億6616万5

496万5
17億7977万3
4億1069万9
2320万7
3894万4

6億9927万6
15億2719万2
343億8292万6

一般会計

特別会計

企業会計
総　　　　　　　　計

国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険（保険事業勘定）
介護保険（介護サービス事業勘定）
公共下水道事業
農業集落排水事業
下古山土地区画整理事業
石橋駅周辺土地区画整理事業
仁良川地区土地区画整理事業
水道事業

1億8000万0
1億282万8
114万5

1億1548万4
122万0

1億4165万1
△8423万3
△964万6
13万1

1億7478万8
1億3023万5
7億5360万3

0.9
1.9
0.3
3.8
32.6
8.6

△17.0
△29.4
0.3
33.3
9.3
2.2

予　算　額会　　　　　計　　　　　名 増　減
前年度との比較

比率

■平成25年度各会計予算 （単位：千円、％）

一
般
会
計
予
算
の
注
目
事
業
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新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

特
別
措
置
法
が
公
布
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
緊
急
事
態
宣
言
が
な
さ
れ
た
場

合
に
、
市
が
設
置
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
本
部
に
関
し
、
条
例
を
制
定

し
ま
し
た
。

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
、
未

熟
児
に
対
す
る
養
育
医
療
給
付
及

び
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く

育
成
医
療
給
付
事
務
が
県
よ
り
移

譲
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、「
養
育

医
療
・
育
成
医
療
審
査
嘱
託
医
」

を
新
た
に
設
置
す
る
た
め
、
条
例

の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
補
正
予
算

平
成
24
年
度
各
会
計
補
正
予
算

案
９
件
が
提
出
さ
れ
、
左
表
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

増
額
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、

国
分
寺
中
学
校
の
大
規
模
改
修
事

業
、
ま
た
、
国
の
「
日
本
経
済
再

生
に
向
け
た
緊
急
経
済
対
策
」
に

よ
る
補
助
事
業
と
し
て
、
市
道
１

―

７
号
線
の
舗
装
修
繕
及
び
整
備

事
業
、
下
古
山
近
隣
公
園
整
備
事

業
、
か
ん
が
い
排
水
施
設
整
備
事

業
な
ど
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
減
額
は
各
事
業
費
確
定

に
よ
る
も
の
で
し
た
。

会　　　　　計　　　　　名 補　正　額 補正後の予算額

国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険（保険事業勘定）
公共下水道事業
農業集落排水事業
石橋駅周辺土地区画整理事業
仁良川地区土地区画整理事業

水道事業

補正の主な内容
　◆国分寺中学校の大規模改修 ……………………… 2億4,251万円
　◆市道１－７号線の舗装修繕及び整備 …………… 1億1,760万円
　◆下古山近隣公園整備 ………………………………… 3,117万円
　◆かんがい排水施設整備 ……………………………… 4,970万円

収益的収入
資本的収入
資本的支出

一般会計

特別会計

企業会計

1億9400万6
△1380万2
632万8

△1億1781万3
△3320万2
△1430万0
△913万8
△2092万5

41万0
△1700万0
△1139万7

233億8383万5
57億6748万6
4億6950万7
29億8352万9
16億4310万3
4億8563万6
3207万2

4億5640万5
8億3215万4
1億7164万2
6億6887万9

■平成24年度各会計補正予算 （単位：千円）

条
例その
他

条
例その
他

下
野
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
本
部
条
例
の
制
定

下
野
市
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部

改
正

グ
リ
ム
保
育
園
の
定
員
を
現
在

の
２
０
０
名
か
ら
１
５
０
名
に
変

更
し
、
よ
り
質
の
高
い
保
育
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
市

全
体
の
保
育
所
定
員
の
適
正
化
を

図
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正

し
ま
し
た
。

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
本
会
議

に
お
け
る
公
聴
会
の
開
催
及
び
参

考
人
の
招
致
が
行
え
る
こ
と
と

な
っ
た
た
め
、
規
則
の
一
部
を
改

正
し
ま
し
た
。

石
橋
地
内
の
２
路
線
、
幅
員
６

ｍ
、
総
延
長
８
５
．
６
ｍ
を
市
道

に
認
定
し
ま
し
た
。

下
野
市
保
育
園
設
置
条
例
の

一
部
改
正

下
野
市
議
会
会
議
規
則
の
一

部
改
正

市
道
路
線
の
認
定

参
考
人
の
招
致

参
考
人
の
招
致

今
定
例
会
で
は
、
１
件
の
請
願

が
あ
り
、
総
務
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
ま
し
た
。

請
願
の
審
査
に
あ
た
り
、
下
野

市
議
会
と
し
て
は
初
め
て
常
任
委

員
会
に
参
考
人
を
招
致
し
、
請
願

内
容
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
、
そ

の
結
果
、
本
会
議
に
お
い
て
全
会

一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

■平成25年第1回定例会において審査された請願

小谷野晴夫　　目黒民雄
総務常任委員会
採　択

紹介議員
付託常任委員会
審査結果

請願の件名

請願の趣旨

　市公共施設の屋上を民間発電事業者へ貸し出すことに
関する請願

　政府の2030年原発０（ゼロ）目標を受け、県や周辺市
では自然エネルギーへの取り組みが実施されており、本
市においても小中学校や公民館、図書館などの公共施設
の屋上を民間発電業者に貸し出すこととする。
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人人
事事

人権擁護委員

秋山　和子 氏

前任者の任期が平
成 25 年６月 30 日を
もって満了となるこ
とから、後任として
秋山和子氏を人権擁
護委員として推薦し
ました（任期３年）。

教育委員会委員

前原　　久 氏

平成 25 年３月 31
日をもって任期が満
了となる前原　久氏
について、引き続き
下野市教育委員会の
委員に選任しました
（任期４年）。

公平委員会委員

篠原　　洋 氏

平成 25 年３月 31
日をもって任期が満
了となる篠原　洋氏
について、引き続き
下野市公平委員会の
委員に選任しました
（任期４年）。

小
中
学
校
教
科
用
図
書
選
定
委
員
会
条
例
の
制
定

修
正
案
が
提
出
さ
れ
る
も
、
原
案
ど
お
り
可
決

　今定例会で提出された「下野市立小中学校教科用図書選定委員
会条例」案について、村尾光子議員、磯辺香代議員から内容を修
正する動議が提出されました。原案賛成者・修正案賛成者による
討論の後、原案のとおりとすることに起立多数で可決されました。
■修正案の内容■
　条例案第６条第６項「前項の規定にかわらず、選定の採決から
決定に至る過程は、非公開とする」を削る。
■提 案 理 由■
　会議を非公開とする際の手続きは、すでに条例案第６条第５項
（前項）のただし書きにおいて、「やむを得ず非公開とするときは、
出席委員の３分の２以上の同意を必要とする」と規定されている。
会議の公正性・透明性を確保するためには、この規定に基づいて
非公開とするかどうかを各委員の主体的判断にゆだねるべきであ
り、委員の意志とは無関係に会議の一部を非公開とする第６条第
６項の規定は削るべきである。

教
科
書
の
採
択
に
当
た
っ
て
は
、
社
会
的
な
反

響
が
極
め
て
大
き
く
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
さ
ま

ざ
ま
な
配
慮
が
必
要
で
あ
り
、
外
部
か
ら
の
圧
力

等
に
よ
り
会
議
の
場
で
自
由
に
意
思
表
示
で
き
な

い
環
境
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
採
択

か
ら
決
定
に
至
る
過
程
を
非
公
開
と
す
る
こ
と

は
、自
由
な
意
思
表
示
の
も
と
で
の
十
分
な
議
論
、

お
よ
び
円
滑
な
会
議
運
営
の
た
め
に
は
や
む
を
得

な
い
事
由
で
あ
り
、
こ
の
体
制

を
当
初
か
ら
設
定
し
て
お
く
こ

と
に
異
議
は
な
い
。

小
学
校
の
年
代
に
お
い
て
教

科
書
が
有
す
る
絶
対
性
、
客
観

性
は
ゆ
る
ぎ
な
い
も
の
が
あ

り
、
委
員
に
は
高
い
見
識
が
要
求
さ
れ
る
と
同
時

に
、
選
定
の
プ
ロ
セ
ス
は
透
明
性
の
確
保
が
必
要

で
あ
る
。

公
人
で
あ
る
委
員
の
意
思
決
定
は
公
の
利
益
の

た
め
に
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
影
響
は
広

く
社
会
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
会
議
は
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
等
の
観
点
上
や
む
を
得
ず
非
公
開

に
す
べ
き
も
の
を
除
き
、
原
則
公
開
と
す
べ
き
で

あ
る
。

外
部
か
ら
の
圧
力
等
に
対
し
て
は
出
席
委
員
の

３
分
の
２
以
上
の
同
意
を
得
る
こ
と
に
よ
り
会
議

を
非
公
開
と
す
る
こ
と
で
対
処
で
き
る
。

無
条
件
に
一
部
の
過
程
を
非
公
開
と
す
る
こ
と

は
、
無
用
な
疑
念
や
憶
測
を
生
じ
か
ね
な
い
。

修
正
案
賛
成

修
正
案
賛
成
野
田
善
一
議
員

原
案
賛
成

原
案
賛
成

秋
山
幸
男
議
員

第１回定例会
会 期 日 程
２月 27日

本会議【開会】
（議案の説明、一部表決）

正副委員長会議

28日　本会議
（議案の説明）

３月１日　本会議
（一般質問）

４日　本会議
（議案の質疑、
委員会付託）

６・７日
総務常任委員会

（付託議案等審査）

８・11日
経済建設常任委員会
（付託議案等審査）

13日
教育福祉常任委員会
（付託議案等審査）

19日　本会議【閉会】
（委員長報告、表決）

討論討論
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第
１
回
定
例
会

平成25年第１回定例会審議結果及び議員賛否状況
○…賛成　●…反対　除…除斥による退席　欠…欠席　－…表決なし

諮問１号

同意１号

同意２号

議案１号

議案２号

議案３号

議案４号

議案５号

議案６号

議案７号

議案８号

議案９号

議案10号

議案11号

議案12号

議案13号

議案14号

議案15号

議案16号

議案17号

議案18号

議案19号

議案20号

議案21号

議案22号

議案23号

議案24号

議案25号

議案26号

議案27号

議案28号

議案29号

議案30号

議案31号

議案32号

議案33号

議案34号

議案35号

議案36号

議案37号

議案38号

議案39号

議案40号

議案41号

議案42号

議案43号

議案44号

議案45号

発議１号

発議２号

請願１号

議案等
番号 付　　　議　　　事　　　件

答申

同意

同意

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

否決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

採択

○
○
○
○
○
○

○

○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
●
○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
●
○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
●
○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
●
○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
●
○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
●
○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

除
○
○
○
○
○

○

○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
●
○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
●
○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
●
○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
●
○
○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

議

長

の

た

め

表

決

に

加

わ

ら

な

い

○
○
○
○
○
○

○

○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
●
○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
●
○
○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
●
○
○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
●
○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
●
○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
●
○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
●
○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
●
○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○
○

○

○

○
●
●
●
●

●

●
●
●
●
●
●
○
○
●
○
○
○
○
○
○
○
●
○
○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

○

○
○
○
○
○

○

人権擁護委員の候補者の推薦について

下野市教育委員会委員の選任について

下野市公平委員会委員の選任について

平成24年度一般会計補正予算（第６号）

平成24年度国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

平成24年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

平成24年度介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予
算（第３号）

平成24年度公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）

平成24年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）

平成24年度石橋駅周辺土地区画整理事業特別会計補正
予算（第２号）

平成24年度仁良川地区土地区画整理事業特別会計補正
予算（第３号）

平成24年度水道事業会計補正予算（第２号）

平成25年度一般会計予算

平成25年度国民健康保険特別会計予算

平成25年度後期高齢者医療特別会計予算

平成25年度介護保険特別会計（保険事業勘定）予算

平成25年度介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）
予算

平成25年度公共下水道事業特別会計予算

平成25年度農業集落排水事業特別会計予算

平成25年度下古山土地区画整理事業特別会計予算

平成25年度石橋駅周辺土地区画整理事業特別会計予算

平成25年度仁良川地区土地区画整理事業特別会計予算

平成25年度水道事業会計予算

自治基本条例検討委員会条例の制定

行政改革推進委員会条例の制定

男女共同参画推進委員会条例の制定

人権推進審議会条例の制定

地域公共交通会議条例の制定

地域自立支援協議会条例の制定

老人ホーム入所判定委員会条例の制定

農業振興協議会条例の制定

農業振興地域整備促進協議会条例の制定

教育委員会点検評価に関する条例の制定

小中学校教科用図書選定委員会条例の制定（原案）

　　同　　（修正案）

就学支援委員会条例の制定

史跡保存整備委員会条例の制定

指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営
に関する基準等を定める条例の制定

指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備
及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係
る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準
を定める条例の制定

新型インフルエンザ等対策本部条例の制定

市営住宅等の整備基準を定める条例の制定

市営住宅管理条例の一部改正

証人等の実費弁償に関する条例の一部改正

消防団条例の一部改正

地域社会における共生の実現に向けて新たな障害保健
福祉施策を講ずるための関係法律の整備に関する法律
の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関
する条例の一部を改正する条例の一部改正

保育園設置条例の一部改正

介護予防生活支援事業の実施に関する条例の一部改正

市道路線の認定

市議会委員会条例の一部改正

市議会会議規則の一部改正

市公共施設の屋上を民間発電事業者へ貸し出すことに
関する請願

村
尾

光
子

倉
井

賢
一

大
島

将
良

伊
澤

剛

岡
本

鉄
男

松
本

賢
一

磯
辺

香
代

目
黒

民
雄

岩
永

博
美

髙
山

利
夫

野
田

善
一

若
林

稔

塚
原

良
子

秋
山

幸
男

須
藤

勇

小
谷
野
晴
夫

吉
田

聡

石
田

陽
一

髙
橋

芳
市

大
島

昌
弘

表
決
結
果
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各常任委員会附帯意見
　定例会最終日に各常任委員会委員長から報告
された委員会附帯意見を掲載します。

総務常任委員会
●ＪＲ３駅の自転車駐車場
は指定管理制をとってい
るが、その収益が直接市
の歳入となっているの
で、実態に合わせた管理
運営方法を研究された
い。
●第三者が住民票等を申請
し交付を受けた場合、登録制ではあるが本人
に通知が届く制度がある。本市においても研
究して導入すべきと考える。
●住宅・土地統計調査について、2009年におけ
る野村総研の試算によると、2030年には住宅
の空き家率が30％を超えるという驚くべき数
字であり、防犯上の観点からも、本市の空き
家状況を把握しておく必要があると考える。
本調査を活用し、空き家の状況が把握できる
よう検討されたい。

野田委員長

経済建設常任委員会
●地域ブランドを進めるに
当たり、６次産業化と連
携をさせ総合的な施策と
して取り組んでいただ
き、ブランドが本市全体
のシティーセールスにつ
ながるよう、さらなる努
力を求める。 小谷野委員長

教育福祉常任委員会
●ふれあい館、きらら
館、ゆうゆう館について
は、特化するための事業
拡大はあっても、各館に
おいての事業縮小・予算
削減の成果が見受けられ
ない。早急に確実な成果
を上げるよう、さらなる
努力を求める。

塚原委員長

業
務
内
容
、
用
地
の
借
り

入
れ
先
及
び
観
光
協
会
に

つ
い
て
伺
う
。

業
務
内
容
は
、
市
の
観
光

案
内
と
住
民
票
や
印
鑑
登

録
証
明
書
等
の
受
け
付
け
及
び
交

付
で
、
用
地
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら

の
借
地
で
あ
る
。
観
光
協
会
に
つ

い
て
は
、
平
成
25
年
度
中
に
法
人

化
し
、
道
の
駅
内
に
事
務
所
を
置

く
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
を

制
作
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
内
容
を
伺
う
。

原
動
機
付
自
転
車
の
50

㏄
、
90
㏄
、
１
２
５
㏄
を

対
象
に
、
１
５
０
０
枚
を
予
定
し

て
い
る
。
道
の
駅
し
も
つ
け
の
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
カ

ン
ピ
く
ん
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
デ

ザ
イ
ン
を
検
討
中
で
あ
る
。

常任委員会
審 査 報 告
常任委員会
審 査 報 告
常任委員会
審 査 報 告

経済
建設

オ
ア
シ
ス
ポ
ッ
ポ
館
に
つ
い
て

問答

総務

オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー

の
内
容
に
つ
い
て

問答

オアシスポッポ館

総務常任委員会
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新
た
に
実
施
す
る
集
団
健

診
に
つ
い
て
詳
細
を
伺

う
。

後
期
高
齢
75
歳
以
上
の
方

の
受
診
率
が
目
標
に
達
し

て
い
な
い
た
め
、
従
来
か
ら
の
個

別
健
診
事
業
の
ほ
か
、
集
団
健
診

も
実
施
で
き
る
こ
と
に
よ
り
、
受

診
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
り
、
受

診
率
向
上
を
目
指
す
。

教育
福祉

後
期
高
齢
者
健
診
事
業
に
つ
い
て

問答総務

総
合
防
災
訓
練
に
つ
い
て

集団健診のようす

栃
木
県
・
下
野
市
総
合
防

災
訓
練
事
業
に
つ
い
て
、

会
場
の
地
盤
強
化
は
ど
の
よ
う
な

手
法
で
行
う
の
か
伺
う
。

自
治
医
大
北
側
県
有
地

を
会
場
に
予
定
し
て
い

る
。
訓
練
で
は
大
型
の
重
機
が
入

る
た
め
、
地
盤
の
強
化
が
必
要
で

あ
る
の
で
、
敷
地
６
万
３
０
０
０

㎡
の
う
ち
、
１
万
㎡
ほ
ど
に
砂
利

を
敷
い
て
転
圧
を
か
け
平
ら
に
す

る
。 問答

下野市総合防災訓練のようす（平成 25年２月実施）

小
中
学
校
給
食
へ
の
地

産
地
消
の
促
進
に
関
す

る
経
費
に
つ
い
て
伺
う
。

学
校
給
食
の
地
元
農
産

物
促
進
事
業
費
と
し
て
、

市
単
独
で
児
童
生
徒
一
人
当
た
り

２
０
０
円
と
し
て
５
８
０
０
人
分

を
賄
材
料
費
か
ら
支
出
し
て
い

く
。

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
代

替
食
を
配
食
し
て
い
る

が
、
学
校
の
給
食
調
理
場
で
調
理

し
て
い
る
場
合
の
対
応
を
伺
う
。

給
食
調
理
し
て
い
る
学

校
は
、
除
去
食
で
対
応
し

て
い
る
。
設
備
の
面
で
代
替
食
を

実
施
す
る
の
は
難
し
い
た
め
、
給

食
室
の
改
築
と
併
せ
て
代
替
食
に

対
応
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
る
。

経済
建設

地
産
地
消
推
進
事
業
に
つ
い
て

問答教育
福祉

学
校
給
食
の
ア
レ
ル
ギ
ー
食
品
対
策
に
つ
い
て

問答

国分寺学校給食センター

経済建設常任委員会教育福祉常任委員会

給食に使われている地元産野菜
（写真左：ちぢみほうれんそう　右：たまねぎ）
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石
綿
管
布
設
替
工
事
に

つ
い
て
伺
う
。

今
年
度
は
、
下
石
橋
地

区
と
川
中
子
地
区
等
で

１
０
６
６
ｍ
を
予
定
し
て
お
り
、

残
延
長
は
約
18
㎞
で
、
７
年
か
ら

10
年
で
布
設
替
え
完
了
予
定
で
あ

る
。

温
浴
施
設
３
館
の
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

う
。

３
館
合
わ
せ
る
と
、
約

１
億
４
０
０
０
万
円
が
赤

字
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
地
域
に

あ
っ
た
特
徴
を
持
た
せ
、
ゆ
う
ゆ

う
館
は
露
天
風
呂
を
増
設
し
温
浴

施
設
を
中
心
と
し
た
施
設
、
ふ
れ

あ
い
館
は
プ
ー
ル
を
メ
ー
ン
と
し

て
公
園
整
備
事
業
の
計
画
と
併
せ

た
ス
ポ
ー
ツ
を
中
心
と
し
た
施

設
、
き
ら
ら
館
は
メ
デ
ィ
カ
ル
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と

し
た
健
康
づ
く
り
の
拠
点
施
設
と

し
て
計
画
し
、
25
年
度
か
ら
順
次

整
備
し
て
い
く
。

経
済
建
設
常
任
委
員
会

・
市
道
１―

７
号
線
及
び

市
道
１―

８
号
線

・
（
仮
称
）
三
王
山
公
園

整
備
予
定
地

・
道
の
駅
し
も
つ
け
増
築
箇
所

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

・
国
分
寺
西
小
学
校

・
大
松
山
運
動
公
園

・
わ
か
ば
保
育
園

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
費
補
助
実
績
を
伺

う
。

ス
タ
ー
ト
し
た
平
成
22

年
度
は
１
０
９
件
、
23

年
度
は
１
５
２
件
、
24
年
度
は

１
５
０
件
で
あ
り
、
25
年
度
の
当

初
予
算
で
は
１
２
５
件
分
を
見
込

ん
で
い
る
。

経済
建設

石
綿
管
布
設
替
工

事
に
つ
い
て

問答

教育
福祉

ゆ
う
ゆ
う
館
・
ふ
れ
あ
い
館
・
き
ら
ら
館
の
今

後
の
取
り
組
み
は

問答

総務

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助
に
つ
い
て

問答

太陽光発電パネル

ふれあい館

旧石橋中学校跡地

現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た

市道１－７号線（笹原地内）

第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
、
各

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議

案
等
の
審
査
に
当
た
り
、
現
地

調
査
を
あ
わ
せ
て
行
い
ま
し

た
。

総
務
常
任
委
員
会

・
旧
石
橋
中
学
校
跡
地

・
新
庁
舎
建
設
予
定
地

わかば保育園
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問
答 障

が
い
児
・
者
へ
の
ト
ー
タ
ル
し
た
施
策
推
進
を

26
年
１
月
、
通
所
支
援
施
設
を
開
設
す
る

議員塚原良子
１．障がい児・者へのトータルした
施策推進について

２．子どもを守る条例の制定を

障がい児通所支援施設として整備する旧国分寺町保健センター

　第１回定例会では、６人の
議員が市政に対し、一般質問
を行いました。質問と答弁の
内容を要約して掲載します。
　なお、紙面の都合により、
掲載は１人につき１項目と
し、ほかの質問事項は項目の
み掲載しております。

平
成
22
年
３
月
議
会

以
降
、
３
度
に
わ
た

る
一
般
質
問
で
、
障
が
い
児

の
学
童
保
育
、
障
が
い
児
・

者
の
緊
急
時
の
一
時
預
か

り
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
や
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
設
置
、
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実

等
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
っ
た
。
市
長
答
弁
と

し
て「
前
向
き
に
取
り
組
む
。

ま
た
、
重
要
課
題
と
位
置
づ

け
事
業
を
推
進
す
る
。」
旨
、

い
ず
れ
も
事
業
の
必
要
性
を

認
め
た
前
向
き
な
答
弁
を
い

た
だ
い
た
が
、
具
体
的
施
策

に
至
っ
て
い
な
い
。
進
捗
状

況
を
再
度
伺
う
。

市
長

障
が
い
児
・

者
を
取
り
巻
く
課
題

と
し
て
、
ニ
ー
ズ
に
対
し
て

民
間
事
業
所
が
不
足
し
て
い

る
現
状
に
あ
る
。
ま
ず
、
市

が
通
所
支
援
施
設
の
整
備
を

し
、
事
業
運
営
は
民
間
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
る
公
設

民
営
が
最
適
と
考
え
、
旧
国

分
寺
町
保
健
セ
ン
タ
ー
を
改

修
し
、
来
年
１
月
に
開
設
す

る
。
将
来
的
に
は
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
や
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
に
つ
い
て
も
本
市
と
し
て

の
適
切
な
方
向
性
を
出
し
て

い
き
た
い
。

問

答
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問
答 ご

み
の
分
別
と
処
理
方
法
を
合
致
さ
せ
て

平
成
28
年
度
か
ら
行
う

議員磯辺香代
１．ごみの分別・減量化について

収集された「ビニール・プラスチック」ごみ

問
答 新

年
度
予
算
の
重
点
目
標
を
伺
う

３
つ
の
「
し
も
つ
け
重
点
戦
略
」
に
取
り
組
む

議員目黒民雄
１．新年度予算の重点目標及び健全
化計画について

新庁舎（完成イメージ）

市
民
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
た
新
年
度
予
算
の

重
点
目
標
を
伺
う
。

市
長

１
つ
目
の
重

点
戦
略
「
日
々
の
暮

ら
し
を
守
る
」
で
は
、
体
育

施
設
の
耐
震
対
策
事
業
、
健

康
増
進
事
業
、
心
理
発
達
相

談
事
業
、
乳
幼
児
健
康
診
査

事
業
、
思
春
期
保
健
事
業
な

ど
に
取
り
組
む
。

よ
り
、
平
成
28
年
度
か
ら
行

う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

広
報
し
も
つ
け
紙
上

で
行
わ
れ
る
ご
み
処

理
量
の
公
表
は
、
実
績
表
の

貼
り
付
け
だ
け
で
解
説
も
な

い
。
工
夫
さ
れ
た
い
。

市
長

ご
み
減
量
化

計
画
の
達
成
を
め
ざ

し
、
わ
か
り
や
す
く
公
表
し

た
い
。

２
つ
目
の
「
交
流
・
き
ず

な
を
つ
く
る
」で
は
、ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
て
市
民
の
健
康
づ

く
り
や
地
域
の
交
流
を
促
進

す
る
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動

拠
点
施
設
整
備
事
業
、（
仮
称
）

薬
師
寺
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

建
設
事
業
に
取
り
組
む
。

さ
ら
に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
と
効
率
的
な
行
政
運

営
を
実
現
す
る
た
め
の
、
新

庁
舎
整
備
に
つ
い
て
も
、
平

問答

成
27
年
度
末
の
開
庁
へ
向
け

引
き
続
き
鋭
意
取
り
組
む
。

３
つ
目
の
「
強
み
を
発
揮

す
る
」
で
は
、
農
畜
産
物
の

６
次
産
業
化
を
推
進
す
る
た

め
、
新
た
に
石
橋
南
部
地
区

へ
の
集
会
施
設
整
備
を
進
め

る
。以

上
３
つ
の
重
点
戦
略
に

掲
げ
た
施
策
、
事
業
に
重
点

的
に
取
り
組
む
予
算
と
し

た
。

石
橋
地
域
で
は
、
25

年
度
か
ら
、「
容
器

包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
に

の
っ
と
り
、
容
器
包
装
プ
ラ

を
分
別
し
リ
サ
イ
ク
ル
す

る
。
南
河
内
・
国
分
寺
地
域

が
排
出
す
る
「
ビ
ニ
ー
ル
・

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
も
、
処
理

現
場
で
は
「
容
リ
法
」
に

の
っ
と
っ
て
処
理
さ
れ
て
い

る
が
、
容
器
包
装
類
の
指
定

な
く
分
別
し
て
い
る
の
で
、

収
集
後
に
、
再
度
手
選
別
さ

れ
、
労
力
と
費
用
が
か
さ
む

上
、
リ
サ
イ
ク
ル
素
材
と
し

て
質
が
劣
る
結
果
と
な
っ
て

い
る
。
ご
み
の
分
別
と
処
理

現
場
を
合
致
さ
せ
る
方
法
を

模
索
す
べ
き
。

市
長

プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
を
分

別
す
る
取
り
組
み
は
、
小
山

広
域
保
健
衛
生
組
合
の
ご
み

処
理
施
設
建
設
基
本
構
想
に

問

答

答 問

※

※容器包装リサイクル法・・・家庭から出るごみの約 60％（容積比）を占める容器包装廃棄物を資源として有効
利用することにより、ごみの減量化を図るための法律
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一

般

質

問

問
答 下

野
市
生
物
多
様
性
地
域
戦
略
の
策
定
を

現
在
策
定
中
の
環
境
基
本
計
画
案
に
追
加
記
述
す
る

議員村尾光子
１．下野市生物多様性地域戦略の策定を求め
る

２．「栃木県南地域における水道水源確保に
関する検討（案）」にどう対応するのか

３．市立公民館の第３日曜日一斉休館を改善
されたい

冬季には、かん水されないビオトープ（道の駅北側）

問
答 ご

み
減
量
化
に
向
け
て
の
方
策

市
民
と
連
携
し
て
減
量
化
へ

議員野田善一
１．ごみ減量化に向けて
２．地下水保全の方策を

北部清掃センター

大
量
生
産
、
大
量
消

費
、
大
量
廃
棄
で
特

徴
づ
け
ら
れ
る
20
世
紀
型
の

社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
は
、
自

然
を
破
壊
し
、
大
気
、
水
、

土
壌
を
汚
染
し
た
。さ
ら
に
、

公
害
健
康
被
害
、
地
球
温
暖

化
等
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境

問
題
を
生
み
出
し
て
き
た
。

ま
た
、最
終
処
分
場
の
問
題
、

処
理
費
用
の
高
騰
に
も
直
面

し
て
い
る
。
21
世
紀
型
の
循

業
中
で
あ
る
。
策
定
委
員
か

ら
も
、
生
物
多
様
性
の
記
述

の
中
に
可
能
な
範
囲
で
水
田

に
つ
い
て
も
記
述
し
て
ほ
し

い
と
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い

る
。
環
境
基
本
計
画
案
に
追

加
記
述
を
行
い
、
パ
ブ
コ
メ

終
了
後
の
策
定
委
員
会
や
庁

内
会
議
、
環
境
審
議
会
に

諮
っ
て
策
定
す
る
。

産
業
振
興
部
長

生
物
多
様

長

性
に
関
す
る
講
演
を
考
え
る
。

環
型
経
済
社
会
へ
向
け
て
の

制
度
、
政
策
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
が
、
本
市
の
ご
み
排

出
の
年
次
的
傾
向
、
ご
み
減

量
化
に
向
け
て
の
対
策
は
。

市
長

平
成
21
年

度
一
人
一
日
当
た

り
の
ご
み
排
出
量
は
、
全
国

平
均
９
３
４
ｇ
、
栃
木
県
平

均
９
２
０
ｇ
で
あ
る
の
に
対

し
、
本
市
は
７
３
５
ｇ
で
、

ご
み
排
出
量
の
少
な
さ
は
、

県
下
ト
ッ
プ
の
状
況
で
あ

り
、
排
出
量
も
横
ば
い
で
推

移
し
て
い
る
。
今
後
と
も
市

民
に
は
、
日
常
生
活
の
中
で

さ
ら
な
る
減
量
化
へ
の
取
り

組
み
を
実
施
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、広
報
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
を
通
じ
て
取
り
組
み
の

具
体
的
な
工
夫
や
方
法
等
を

積
極
的
に
提
示
し
て
い
き
た

い
。

問

答

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
第

10
回
締
約
国
会
議
で

決
議
さ
れ
た
「
湿
地
シ
ス
テ

ム
と
し
て
の
水
田
の
生
物
多

様
性
の
向
上
」
す
な
わ
ち
水

田
決
議
、
及
び
生
物
多
様
性

条
約
第
10
回
締
約
国
会
議
に

て
採
択
さ
れ
た
愛
知
目
標
や

農
業
生
物
多
様
性
に
関
す
る

決
定
に
対
応
す
べ
く
、
下
野

市
と
し
て
の
生
物
多
様
性
地

域
戦
略
を
策
定
さ
れ
た
い
。

　

現
在
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
募
集
中
の
下
野
市
環
境

基
本
計
画
案
に
は
生
物
多
様

性
に
つ
い
て
の
記
述
は
あ
る

も
の
の
、
水
田
へ
の
施
策
に

は
触
れ
て
い
な
い
。
追
記
、

ま
た
は
別
に
定
め
る
な
ど
対

処
さ
れ
た
い
。
農
業
者
が
生

物
多
様
性
へ
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
も
必
要
だ
。

市
長

現
在
、
環
境

基
本
計
画
の
策
定
作

問

答
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問
答 平

成
24
年
度
国
の
補
正
予
算
の
通
学
路
対
策
に
つ
い
て

要
望
を
断
念
す
る
も
計
画
的
に
整
備
す
る

議員小谷野晴夫
１．国の補正予算の活用について

ヨークベニマル南側の通学道路

１
月
25
日
の
文
科

省
、
国
交
省
、
建
設

省
に
よ
る
発
表
に
よ
る
と
、

７
万
４
４
８
３
カ
所
で
安
全

対
策
が
必
要
で
あ
り
、
国
交

省
で
は
、
全
国
の
通
学
路
の

う
ち
の
約
93
％
で
何
ら
か
の

対
策
が
必
要
で
あ
る
と
い
う

発
表
が
あ
っ
た
。
今
回
の
国

の
補
正
予
算
の
う
ち
、
国
交

省
の
暮
ら
し
の
安
心
の
確

保
の
中
で
、
通
学
路
の
安

全
・
交
通
安
全
対
策
と
し
て

１
３
７
億
７
１
０
０
万
円
が

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市

に
お
け
る
活
用
状
況
と
、
今

後
の
事
業
計
画
は
。

建
設
課
長

平
成

24
年
夏
に
行
っ
た
、

市
道
通
学
路
の
緊
急
点
検
で

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
南
側
の
道

路
と
、
国
分
寺
西
小
南
側
の

道
路
が
対
象
に
な
っ
た
が
、

今
回
の
国
の
補
正
予
算
は
、

25
年
度
中
に
工
事
完
了
が
見

込
め
な
い
た
め
要
望
を
断
念

し
た
が
、
計
画
的
に
工
事
を

進
め
る
。

市
長

今
回
は
９
路
線
の
す

り
合
わ
せ
を
し
、
そ
の
中
で

対
象
を
４
路
線
と
し
て
動
い

て
い
る
。
本
市
で
は
、
合
併

特
例
債
等
を
使
え
る
の
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
対
し
て

推
進
で
き
る
態
勢
で
臨
ん
で

い
き
た
い
。

問

答

２月

３月

４月

４日 経済建設常任委員会
６日 議員全員協議会
 議会改革調査特別委員会
７日 全国市議会議長会基地協議会総会（東京都）
12日 教育福祉常任委員会
 小山広域保健衛生組合議員全員協議会
13日 議会基本条例策定小委員会
14日 議員全員協議会
 議会だより編集委員会
20日 議会運営委員会
 議会基本条例策定小委員会
22日 小山広域保健衛生組合議員全員協議会
27日～３月19日　第１回定例会

４日 議会だより編集委員会
12日 小山広域保健衛生組合議会定例会
19日 議会だより編集委員会
21日 県南公設地方卸売市場事務組合議会定例会
27日 石橋地区消防組合議会定例会

２日 議会運営委員会
８日 第１回臨時会
 議会基本条例（案）　執行部との協議
10日 議会だより編集委員会
11日 議会改革調査特別委員会
16・17日　栃木県市議会議長会議長会議（宇都宮市）
17日 議会基本条例策定小委員会
22日 議会だより編集委員会
23日 教育福祉常任委員会
25・26日　関東市議会議長会定期総会（甲府市）
26日 総務常任委員会
30日 議会だより編集委員会
 議会運営委員会
 議員全員協議会

議 会 の 動 き

市議会本会議の会議録が閲覧できます

①ホームページで閲覧
　　　　　　（市ホームページからでもOK）
　会議録検索システム
　http://www.kaigiroku.net/kensaku/

shimotsuke/shimotsuke.html

②市内３図書館で冊子を閲覧
　南河内図書館 ・石橋図書館 ・国分寺図書館

※会議録作成に時間を要するため、若干遅延
する場合がございますが、ご了承願います。



14下野市議会だよりNo. 28

行
政
視
察
調
査
報
告

経済建設常任委員会 ～茨城県小
お

美
み

玉
たま

市（１月23日）、神奈川県鎌倉市（１月24日）～

　茨城県小
お

美
み

玉
たま

市では、合併市町村資源開発事業により、小
お

美
み

玉
たま

ブランドを創出し、平成 23 年より茨城空港周辺３市（鉾
ほこ

田
た

市、
小
お

美
み

玉
たま

市、行
なめ

方
がた

市）で商品開発を行っている。３市の頭文字「Ｈ
ＯＮ物（ほんもの）」ブランドを開発し、ジャム、アイスクリー
ム、しじみスープ等のオリジナル商品を空港ターミナルビルで
販売している。
　神奈川県鎌倉市では、消費者が一目で鎌倉で生産された農作
物とわかるよう、頭文字の「Ｋ」をアレンジしたマークを野菜
を束ねるテープやビニール袋に印刷しＰＲをしている。ブラン
ドマーク「Ｋ」の使用は登録制で使用規約があり同意した生産
者が使用しているとのことである。農作物を販売するだけで
なく、６次産業化の重要性を強く感じた。

鎌倉市役所において説明を受けるようす

教育福祉常任委員会 ～栃木市（11月１日）、長野県松本市（11月７日）、長野県千曲市（11月８日）～

　栃木市では、大平図書館に県内初の民間事業者による指定管
理者制度を導入した。住民ニーズをとらえ、質の高いサービス
を展開し、利用満足度は 95％にまで伸びている。25 年度から
導入する本市図書館にも期待したい。
　長野県松本市では、「健康寿命延伸都市」を総合計画最上位
に位置づけ、総合的に施策を進めている。地域福祉の拠点「健
康ひろば」を市内 35 地区に設置、職員や保健師等を配置し、
特色ある運営をしている。
　長野県千曲市では、「千曲っ子教育ビジョン」を調査。学力
向上推進委員会を組織し、テスト結果の分析と改善策を作成し
ている。また、※ＩＣＴ教育も活発で新任教師や異動してきた
教師には、ＩＣＴ研修を受けることを義務づけしている。

千曲市総合教育センターにおいて説明を受けるようす

総務常任委員会　～東京都国立市（１月16日）、神奈川県秦野市（１月17日）～

　東京都国立市では、「国立市次世代に引き継ぐ環境基本条例」
が策定され、施行されている。良好な環境を享受し、これを将
来の世代に継承していくためには、行政・市民・事業者などが
連携し、環境保全に取り組むことが大切であると改めて認識し
た。国立市の環境基本条例は、議員発議により策定されたもの
であり、政策形成について学ぶものがある。
　神奈川県秦野市では、公共施設再配置において、職員が手づ
くりで作業を進め、将来にわたり維持できる施設量を試算し、
それに基づく方針を立てている。当市においても必要性の高い
公共施設まで良好な状態が保たれなくなるような状況に陥ら
ないよう、これからの生産人口の減少に伴う税収の減収などを
念頭に、公共施設の再配置を検討する必要がある。

国立市役所において説明を受けるようす

※ＩＣＴ教育＝情報教育・・・情報・通信（パソコン等）を活用した授業を行う

行政視察調査報告 各委員会で行政視察調査を行
いましたので報告いたします。
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議会運営委員会　～福島県二本松市（11月19日）、宮城県多賀城市（11月20日）～

二本松市議会では、会派制は任意の要綱で、多賀城市議会で
は、規約を設けず申し合わせ事項により運用している。この研
修を通じいずれの市議会においても、会派結成の目的の一つに
は議会人事の優位性を確保するための要因が大きく働いたも
のとの印象を得た。会派は本来の成熟した政策集団として存在
するのであれば必要性も認められるが、少人数で組織される議
会における会派制の導入については、まだまだ研究の必要があ
る。
次に、政務活動費については、いずれの市議会においても、

平成 12 年の地方自治法の改正により平成 13 年から政務調査費
として交付され、使途は主に会派における研修費及び会報の発
行経費になっている。以上のことから、会派制及び政務活動費
の導入については、今後十分な研究の必要がある。

二本松市役所において説明を受けるようす

議会だより編集委員会 ～日本青年団協議会－東京都新宿区（１月31日）～

　東京都新宿区にある、日本青年団協議会を訪問し、「広報紙
の編集について」研修した。同協議会は全国青年団組織の支援
を目的に、リーダー研修やスポーツ活動を推進、青年団新聞も
発行している。
　基本から学ぶ事を目的に、文章の書き方、レイアウト、企画
等を教授いただき、読者のニーズを収集し把握すること、何を
伝えたいかをしっかりとすること、時には現場に出かけること
等アドバイスもいただいた。
　今後もより一層市民に親しまれ読んでいただける、読みやす
い議会だよりを目指し、研修の成果を生かしながら創意工夫を
続けていきたい。日本青年館においての研修のようす

　議会だより第 27 号の 13
ページに、議会基本条例の市
民説明会及びパブリックコメ
ントの実施予告を掲載しまし
たが、４月には実施できませ
んでした。大変申しわけござ
いませんでした。
　日程はただいま調整中で
す。決まり次第お知らせしま
すので、ご理解くださいます
ようお願いいたします。

［お詫び］

議会だよりに関するご意見ご感想を
お聞かせください
　ご意見・ご感想は、ホームページ、メール、電話、
またはＦＡＸにてお願いします。

第２回定例会第２回定例回定例会定例会例会

６６月月５５日日（水）（水（水）水）開会予定開会会予開会予定会予予定定

第２回定例会

６月５日（水）開会予定
詳しい日程は決定次第、
市ホームページ
　　　http://www.city.shimotsuke.lg.jp
でお知らせいたします。
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６
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平
成
25
年
第
１
回
臨
時
会
が
、
４
月
８
日
に

１
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
提
案
に
よ
り
、専
決
処
分
の
承
認
３
件
、

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
１
件
が
提

出
さ
れ
、内
容
の
説
明
や
質
疑
が
行
わ
れ
た
後
、

即
日
表
決
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

平
成
25
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
案
は
、
左
表
の

と
お
り
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
一
般
会
計
補
正

は
、
小
山
広
域
保
健
衛
生

組
合
に
お
け

る
コ
ン
ポ
ス

ト
搬
出
命
令

申
立
事
件
及

び
代
替
執
行

費
用
支
払
命

令
申
立
事
件

の
決
定
に
基

づ
き
、
同
組

合
へ
の
コ
ン

ポ
ス
ト
搬
出

費
用
の
負
担

金
と
し
て
計

上
さ
れ
ま
し

た
。

３
月
31
日
に
専
決
処
分

で
条
例
を
一
部
改
正
し
た

こ
と
を
承
認
し
ま
し
た
。

■
下
野
市
税
条
例
の
一
部

改
正

■
下
野
市
都
市
計
画
税
条

例
の
一
部
改
正

■
下
野
市
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
改
正

地
方
税
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
条
例
の

一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

会計名
一般会計

■平成25年度補正予算 （単位：千円）

補正額
3億8740万0

補正後の予算額
211億1740万0

承
認

専
決
処
分
の

承
認

専
決
処
分
の

３
月
議
会
は
、
人
事
案

件
、
24
年
度
補
正
予
算
、

25
年
度
各
会
計
予
算
、
条

例
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
予
算
が
、
市
民

に
効
率
的
に
執
行
さ
れ
る

よ
う
、
議
会
と
し
て
一
年

間
し
っ
か
り
見
守
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。こ

と
し
の
冬
は
寒
い
、

寒
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た

が
、
３
月
に
入
っ
て
春
を

待
ち
か
ね
た
か
の
よ
う

に
、
例
年
よ
り
も
早
い
桜

の
開
花
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
一
方
、
北
陸
地
方
や

北
海
道
で
は
強
風
雪
で
の

事
故
死
の
痛
ま
し
い
報
道

が
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
ら
地
球
温
暖
化
、
異
常

気
象
な
の
か
、
災
害
が
起

き
な
い
こ
と
を
願
う
き
ょ

う
こ
の
ご
ろ
で
す
。

（
髙
橋

芳
市
）

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長

大
島

昌
弘

副
委
員
長

吉
田

聡

委

員

髙
橋

芳
市

石
田

陽
一

須
藤

勇

岩
永

博
美

次
号（
第
29
号
）は
８
月
15
日
に
発
行
し
ま
す

平成25年第１回臨時会審議結果及び議員賛否状況
○…賛成　●…反対　除…除斥による退席　欠…欠席　－…表決なし

承認１号

承認２号

承認３号

議案46号

議案等
番号

付　　　議　　　事　　　件

承認

承認

承認

可決

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
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○

○

○

○

○

○

○

○
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

議

長

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

専決処分の承認（下野市税条例の一部を改正す
る条例の制定）
専決処分の承認（下野市都市計画税条例の一部
を改正する条例の制定）
専決処分の承認（下野市国民健康保険税条例の
一部を改正する条例の制定）

平成25年度一般会計補正予算（第１号）

村
尾

光
子

倉
井

賢
一

大
島

将
良

伊
澤　
　

剛

岡
本

鉄
男

松
本

賢
一

磯
辺

香
代

目
黒

民
雄

岩
永

博
美

髙
山

利
夫

野
田

善
一

若
林

稔

塚
原

良
子

秋
山

幸
男

須
藤

勇

小
谷
野
晴
夫

吉
田

聡

石
田

陽
一

髙
橋

芳
市

大
島

昌
弘

表
決
結
果


